
このプログラムでは、自然・環境に関するひとはくの様々な活動とそれを支えている収蔵

庫などの研究施設（通常非公開）を紹介しました。また、連携施設である兵庫県立有馬富士

公園を訪問し、里山の植物を観察しながら里山の現状と保全に関する野外講義も行いました。

さらに、丹波の恐竜化石の発掘現場において、発掘の経緯やこれまでの研究成果などをわか

りやすく解説し、なんと化石発掘も体験しました。 
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  ▼ 講座の概要 

 

 

 

 

 

 

 ▼ 講座の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２２年度兵庨県立大学公開講座 アカデミック・ツーリズム・プログラム 

「人と自然の博物館・有馬富士公園・ 

丹波恐竜発掘現場をめぐる」 
実施日:平成２２年９月１９日（日） 

時間：９：００～１９：３０ 

 

 

（１）開講式 挨拶：県立大学自然・環境科学研究所長 田原直樹 

 

（２）講義１ 「自然・環境の保全に向けた人と自然の博物館と自然・環境科学研究所の取り

組み」講師：県立大学自然・環境科学研究所講師 石田弘明 

｢ジーンファーム・収蔵庫・恐竜ラボ見学｣ 

講師：県立大学自然・環境科学研究所助教 黒田有寿茂 

県立人と自然の博物館主任研究員 藤井俊夫 

県立人と自然の博物館研究員 池田忠広 

 

（３）講義２ 「里山林の現状と保全」 

講師：県立大学自然・環境科学研究所講師 石田弘明 

県立大学自然・環境科学研究所助教 小舘誓治 

  ○講義および有馬富士公園見学    

 

（４）講義３ 「恐竜化石の発掘の成果」   

 講師：県立人と自然の博物館研究員 池田忠広 

○講義および化石発掘体験 
 

                  



兵庫県立大学公開講座 アカデミック・ツーリズム・プログラム 

「人と自然の博物館・有馬冨士公園・丹波恐竜化石発掘現場をめぐる」を実施しました 

 

 

 

 

 

 

 

○集合・出発 

 当日は朝９時にクリスタルタワー前の集合。 

                 参加者のみなさんは、全員集合予定時刻までに集合完了。 

いざ三田市の「人と自然の博物館（通称「ひとはく」）」へ出発！ 

     

     

     

     

     

 

○兵庫県立人と博物館（ひとはく）に到着 《講義１》 

午前９：５０分。予定より早めに“ひとはく”に到着。講義会場である大セミナー室へ向かいました。 

 開講式ののち、講義１「自然・環境の保全に向けた人と自然の博物館と自然環境科学研究所の取り組

み」スタート！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 講義１では、“ひとはく”が行っている自然・環境に関する活動や、地域に果たす役割についての講

義を受けました。 

 講義後に、２チームに分かれて“ひとはく”の大型収蔵庫やジーンファームの見学を行いました。い

ずれも通常非公開のエリアですが、今回の講座のため特別に案内をしていただきました。 

 

 

 

兵庫県立大学では、毎年県内の大学施設や研究現場を訪問し、講義と実習を行うツアー型公開講座

“アカデミック・ツーリズム・プログラム”を実施しています。 

 今年度は、兵庫県立人と自然の博物館、兵庫県立有馬冨士公園、そして丹波の恐竜化石発掘現場を

訪問し、自然環境や里山の植物、恐竜化石の発掘経緯と研究成果について学びました。 

【開講式】（自然・環境科学研究所田原直

樹所長よりあいさつ） 

【講義１】（講師は自然・環境科学研究所

石田弘明講師） 



ジーンファームでは、日本各地から集められた絶滅危惧種の植物が育てられています。 

  

屋外の圃場は、一見何気ない草むらのように見えますが、実は日本在来の植物によるチガヤ草原の再

生に取り組んでいるのです。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

大型収蔵庫では、入口で中に虫の卵などが侵入しないように靴の裏を綺麗にして、５人ずつ中へ。 

 収蔵庫の中は広く、世界中から集められた植物の標本や、種子、動物の標本などが数万点も保存され

ています。植物分類や絶滅危惧種の保存など、様々な研究に使われるものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

講義１の終了後、お昼休みを利用して“ひとはく”特別展示の見学を行いました。 

 

【在来種の草原を人工的に造成、管理】 【フィールド近景（吾亦紅）】 

【一軒普通のビニールハウスですが】 【中では貴重種の育成中です】 

【入口で靴の裏をクリーニング】 【種子や植物標本が所狭しと並ぶ】 



○兵庫県立有馬冨士公園へ ≪講義２≫ 

お昼休み後は、いざ有馬富士公園へ。 

 ここでも２チームに分かれ、里山林を散策しながらの講義となりました。 

 里山林の説明や、植物観察など、茂みの中にも入って説明を聞きました。いろいろな葉や木の説明を

聞きながら散策をしたのであっという間に時間が過ぎました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

講義のあとに、有馬富士自然学習センターも見学しました。この施設は、壁や階段などいろいろな所

に仕掛けがあり、動物の足跡や魚の水槽、虫の標本などが展示され、子供だけでなく大人も楽しめるよ

うな施設です。 

まだまだ見学をしたい気持ちですが、集合して次の目的地、丹波恐竜化石発掘現場へ出発です！ 

 

 

○丹波恐竜化石発掘現場 ≪講義３≫ 

有馬冨士公園から丹波市の山南町にある発掘現場までは１時間ほどで到着です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

まずは、恐竜化石発掘現場の近くの丹波市旧上久下村営上滝発電所記念館にて丹波恐竜化石の発掘経

緯や、生物の進化過程について学びました。 

発掘作業は冬季に行うため、発掘現場はセメントで固めてありました。 

 

 

 

   

 

 



発掘現場の見学後は、いよいよ化石発掘体験です。 

丹波恐竜が発掘された場所には、太古の生物や植物が化石となって眠っています。発掘現場の石を砕

いて化石を探していくのです。ひょっとしたら恐竜の化石を見つけることができるかも！ 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 化石発掘を始めるとみなさん必死！ひたすら石を割り続けるすごく根気のいる作業でした。 

 なんと、今回３名もの方が化石を発掘することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

           

 

 あっという間に時間は過ぎて、作業終了時刻となりました。恐竜についての講義をしてくださった池

田先生、発掘ボランティアの方々とはここでお別れです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

【講師の池田先生から、まずは作業の説明

を聞いて・・・】 
【さあ、皆でこつこつ発掘作業です】 



○閉講式 

 全講義が終了し、帰路のバスの中で、閉講式を行いました。 

今回の研修を企画いただいた自然・環境科学研究所の石田講師よりご挨拶と修了証書の授与を行って

いただきました。 

受講生の方から、化石を一番に発掘した方に代表で修了証書お渡しし、平成２２年度のアカデミッ

ク・ツーリズム・プログラムは終了しました。 

 

 

 

  

【皆さんお疲れ様でした。また“ひとはく”

へお越しください】（石田先生） 


